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令和４（２０２２）年１１月の調査結果



「原材料、副資材の上昇が利益を圧迫しているが、競合他社は販売価格を上げておらず、発注量の減少等を考慮

し価格転嫁は進んでいない。半導体不足に伴う顧客の生産活動の鈍化を受け、依然として受注が低迷」（電子応

用装置）、「燃料、原材料の値上げが大きい中、コロナ感染増加が不安材料」（酒類）、「各種部材、加工費の価格改

定があり、自社製品の価格改定が必須に。価格確定後の客先への連絡、ホームページ・カタログ改定作業にかな

りの労力がかかる」（化学工業）、「ウィズコロナの政策転換で景気は上昇中。設備投資も増加」（一般産業用機械・

装置）、「県の補助金を利用し太陽光パネルや遮熱シート設置を決めた。使用電力量の減少を期待」（金属製品）、

「原材料以外の人件費・電気代等の上昇を理由に値上げ申請しても通らない。原材料よりも電気代の方が製造原

価の押し上げ要因であり、人件費も３０年前の価格に据え置かれては、賃金アップは望めない」（金属製品）、「国

内の新車販売台数が伸び悩み車検や整備需要が増え、補修部品市場はコロナ前より増えそうに感じるが、不況に

よる走行距離の減少で消耗部品の需要は減っている」（自動車付属品） 

 １１月の全産業合計のＤＩ値（前年同月比ベース、以下同

じ）は、△１．１（前月水準▲１０．２）となり、１１．３

ポイント縮小してプラスに転じた。 
１１月は建設業を除いた業種でＤＩ値が改善した。製造業

からはウィズコロナの政策転換で景気上昇と設備投資増加に

ついて、小売業からは千葉県のキャッシュレス決済キャンペ

ーンが追い風になったとのコメントが寄せられた。その他、

電気代、原材料等の価格上昇による価格転嫁の苦慮について

多くのコメントが寄せられた。 
先行き見通しＤＩは▲１６．８（今月比▲１５．７）と悪

化を見込む。海外情勢や燃料、原材料等の価格上昇の長期化

により厳しい見方となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

「電気代の上昇に加え、教材の仕入値の上昇が相次ぎ、冬期講習の利益に影響が出そう」（学習塾）、「企業の大人数

の宴会がまだ期待できず、コロナ前と比べ席効率が悪化している状態は続く」（日本料理）、「客離れを引き起こす可

能性が高く、値上げを思い切れない」（ゴルフ練習場）、「コロナ対策は日本語学校経営にまだマイナス影響を及ぼし

ている。個人と比べ中小企業への支援金は殆どなく、税金の減免措置もなく、経営への不安はいつでも解消されな

い」（専修学校、各種学校） 

全産業ＤＩはプラスに至る大幅改善。先行きは海外情勢や燃料、原材料等の価格上昇の長期化により厳しい見方 

調査期間:令和4年11月24日～12月2日 調査対象：柏市内140事業所及び組合にヒアリング、回答数89 

柏の景気情報（令和４年１１月の調査結果のポイント） 

「畳の材料がすべて値上げしているのに、価格転嫁できていない。来年1 月から価格表改定の予定」（畳）、「建築

資材の高騰が続いている」（一般土木建築工事）、「発注業者に価格転嫁を頼むも良い返事はこない。こちらの希望

を見積もりの段階で上乗せしても､以前と変わらない回答が戻ってくる。取引の長いところほど融通がきかず、新

しい取引業者を探すのはとても難しい」（とび） 

「原料の価格上昇に頭を悩ませているが、今まで見て見ぬふりをしていた無駄について排するチャンスでもある。

自社独自の商品、販路を増やす等、耐久性のある企業づくりを目指す」（食料卸売）、「取引企業には来年以降の納

品価格変更をお願いしている」（洋菓子店）、「人流増加は鈍り、物価高による防衛意識が更に高まる。食関連に加

え被服、雑貨を含め物消費全般に鈍化傾向」（百貨店）、「価格高騰による買い控えはあるものの、コロナの影響が

大きかった衣類は上昇傾向。千葉県のキャッシュレス決済キャンペーンが追い風になった」（大型小売店）、「日本

商材を輸出しているため、今年はインフレの年となった。デフレが当たり前として思考停止していると、今後の経

営は大変になる」（自動車卸売）、「相場が上がっている販売価格は転嫁できるが、他社が上げていないレンタル料

は転嫁できていない。配送料、整備費等は徐々に上げている」（土木建築サービス） 

全産業合計では、「柏の景気」が△１．１に対し、「ＣＣＩ－ＬＯＢＯ」が▲１６．４で、柏の方がマイナス幅が１７．５ポイント小

さい。業種別では、「柏の景気」の方が良い業種は、製造業、卸小売業、サービス業であり、１０ポイント以上良い。「柏の景気」の方

が悪い業種は、建設業である。 

前月と比べたＤＩ値の動き    改善    横ばい   悪化 

★調査結果のまとめ 

★全国の商工会議所早期景気観測調査（CCI－LOBO）との比較 

★業種別の動向 



特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 1.1 ▲ 23.5 ±0.0 ▲ 6.2  41.1

▲ 16.4 ▲ 22.9 ▲ 16.2 ▲ 23.9 ▲ 4.5

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 10.1 ▲ 17.6 ▲ 17.3  25.0  47.0

0.4 ▲ 16.0 5.1 ▲ 14.1 16.7

採算DI  全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 14.6 ▲ 29.4 ▲ 43.4 ▲ 9.3  29.4

▲ 21.8 ▲ 30.1 ▲ 27.0 ▲ 27.2 ▲ 7.3

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 77.5 ▲ 76.4 ▲ 95.6 ▲ 75.0 ▲ 58.8

▲ 76.6 ▲ 84.6 ▲ 82.4 ▲ 74.9 ▲ 67.2

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 23.5  35.2  17.3  18.7  29.4

20.3 29.2 13.6 16.0 25.9

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 12.3 ▲ 11.7 ▲ 30.4 ▲ 9.3  5.8

▲ 15.6 ▲ 6.6 ▲ 18.9 ▲ 21.5 ▲ 15.1
CCI―LOBO
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柏の景気
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今月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

柏の景気

CCI―LOBO

景気天気図



  

 3 調査期間：2022年11月14日～18日 
 
調査対象：全国の329商工会議所が2,537企業 
     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（１１月速報） 
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全国・産業別業況ＤＩの推移 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
６月 ▲ 20.3 ▲ 29.3 ▲ 19.8 ▲ 22.0 ▲ 32.2 ▲  4.4 

７月 ▲ 17.8 ▲ 28.7 ▲ 17.9 ▲ 18.1 ▲ 25.2 ▲  4.1 

８月 ▲ 21.0 ▲ 26.4 ▲ 18.9 ▲ 24.8 ▲ 30.7 ▲ 10.2 

９月 ▲ 23.3 ▲ 28.7 ▲ 23.3 ▲ 27.2 ▲ 31.9 ▲ 11.4 

１０月 ▲ 20.7 ▲ 29.9 ▲ 20.1 ▲ 21.1 ▲ 29.4 ▲  8.1 

１１月 ▲ 16.4 ▲ 22.9 ▲ 16.2 ▲ 20.3 ▲ 23.9 ▲  4.5 

見通し ▲ 20.3 ▲ 20.8 ▲ 19.5 ▲ 23.4 ▲ 25.3 ▲  15.1 
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〇

令和４年

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月 ( １１月～１月 )

全産業 ▲ 14.2 ▲ 11.2 ▲ 21.2 ▲ 8.4 ▲ 10.2 △ 1.1 ▲ 16.8 ( ▲ 3.0 )

建  設 ▲ 21.0 ▲ 9.0 ▲ 31.5 ▲ 22.7 ▲ 23.5 ▲ 23.5 ▲ 23.5 ( ▲ 17.6 )

製  造 ▲ 22.2 ▲ 16.6 ▲ 25.0 ▲ 16.0 ▲ 26.0 ±0.0 ▲ 8.6 ( ±0.0 )

卸・小売 ▲ 12.1 ▲ 23.5 ▲ 27.2 ▲ 8.8 ▲ 11.1 ▲ 6.2 ▲ 28.1 ( ▲ 19.4 )

サービ ス ▲ 3.8 △ 7.4 ±0.0 △ 12.0 △ 18.1 △ 41.1 ±0.0 ( △ 31.8 )

先行き見通し

向こう３ヶ月（１２月から２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１６．８（前月水

準▲３．０）となり、マイナス幅が１３．８ポイント拡大する見通しである。

令和４年（２０２２年）１１月の動向
【業況について】

業況ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

１１月の全産業合計のＤＩ値（前年同月比ベース、以下同じ）は、△１．１（前月水準▲１０．

２）となり、マイナス幅が１１．３ポイント縮小した。

▲ 40.0
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±0.0

△ 20.0

△ 40.0

△ 60.0

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月

ＤＩ値
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業況ＤＩ値（前年同月比）の推移
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建 設

製 造

卸・小売

サービス

27%
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26%
47%

47%

6% 25%

44%

31%
26%

48%

26%

12%

53%

35%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の業況について



○

令和４年

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月 ( １１月～１月 )

全産業 ▲ 9.5 ▲ 4.6 ▲ 3.0 ▲ 2.8 △ 5.1 △ 10.1 ▲ 1.1 ( △ 10.2 )

建  設 ▲ 21.0 ▲ 31.8 ▲ 21.0 ▲ 36.3 ▲ 35.2 ▲ 17.6 ▲ 17.6 ( ▲ 11.7 )

製  造 ▲ 22.2 △ 12.5 △ 4.1 △ 4.0 ▲ 17.3 ▲ 17.3 △ 8.6 ( △ 8.6 )

卸・小売 △ 6.0 ▲ 8.8 ▲ 6.0 △ 11.7 △ 36.1 △ 25.0 ▲ 18.7 ( △ 8.3 )

サービ ス ▲ 7.6 △ 7.4 △ 8.6 ±0.0 △ 9.0 △ 47.0 △ 35.2 ( △ 31.8 )

先行き見通し

売上ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「増加」の回答割合ー「減少」の回答割合

向こう３ヶ月（１２月から２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１．１（前月水準

△１０．２）となり、プラス幅が１１．３ポイント縮小する見通しである。

○

【売上について】

１１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△１０．１（前月水準△５．

１）となり、プラス幅が５．０ポイント拡大した。
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△ 10.0

△ 30.0

△ 50.0

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月

ＤＩ値
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売上ＤＩ値（前年同月比）の推移
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建 設
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卸・小売

サービス

39%

32%

29%

59%
29%
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47%

31%
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22%

48%

18%

47%

35%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の売上について



令和４年

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月 ( １１月～１月 )

全産業 ▲ 24.7 ▲ 14.9 ▲ 28.2 ▲ 16.9 ▲ 25.5 ▲ 14.6 ▲ 21.3 ( ▲ 12.2 )

建  設 ▲ 36.8 ▲ 27.2 ▲ 36.8 ▲ 31.8 ▲ 41.1 ▲ 29.4 ▲ 17.6 ( ▲ 29.4 )

製  造 ▲ 29.6 ▲ 33.3 ▲ 29.1 ▲ 24.0 ▲ 47.8 ▲ 43.4 ▲ 21.7 ( ▲ 21.7 )

卸・小売 ▲ 15.1 ▲ 17.6 ▲ 27.2 ▲ 20.5 ▲ 22.2 ▲ 9.3 ▲ 43.7 ( ▲ 16.6 )

サービ ス ▲ 23.0 △ 14.8 ▲ 21.7 △ 8.0 △ 4.5 △ 29.4 △ 17.6 ( △ 18.1 )

先行き見通し

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

○

○

１１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１４．６（前月水準▲２５．

５）となり、マイナス幅が１０．９ポイント縮小した。

【採算について】

向こう３ヶ月（１２月から２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２１．３（前月水

準▲１２．２）であり、マイナス幅が９．１ポイント拡大する見通しである。
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▲ 10.0
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△ 30.0
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採算ＤＩ値（前年同月比）の推移
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47%
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17%
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12%

47%

41%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の採算について



○

令和４年

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月 ( １１月～１月 )

全産業 ▲ 69.5 ▲ 71.9 ▲ 69.6 ▲ 67.9 ▲ 77.5 ▲ 77.5 ▲ 67.4 ( ▲ 69.3 )

建  設 ▲ 47.3 ▲ 63.6 ▲ 57.8 ▲ 68.1 ▲ 70.5 ▲ 76.4 ▲ 58.8 ( ▲ 70.5 )

製  造 ▲ 100.0 ▲ 95.8 ▲ 95.8 ▲ 96.0 ▲ 100.0 ▲ 95.6 ▲ 82.6 ( ▲ 91.3 )

卸・小売 ▲ 72.7 ▲ 79.4 ▲ 75.7 ▲ 67.6 ▲ 77.7 ▲ 75.0 ▲ 68.7 ( ▲ 66.6 )

サービ ス ▲ 50.0 ▲ 48.1 ▲ 43.4 ▲ 40.0 ▲ 59.0 ▲ 58.8 ▲ 52.9 ( ▲ 50.0 )

先行き見通し

【仕入単価について】
○ １１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲７７．５（前月水準▲７７．

５）となり、変わらなかった。

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「下落」の回答割合ー「上昇」の回答割合

向こう３ヶ月（１２月から２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲６７．４（前月水

準▲６９．３）となり、マイナス幅が１．９ポイント縮小する見通しである。

▲ 120.0

▲ 100.0

▲ 80.0

▲ 60.0

▲ 40.0

▲ 20.0

±0.0

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月

ＤＩ値

月別

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移
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円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の仕入単価について



○

令和４年

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月 ( １１月～１月 )

全産業 △ 12.3 △ 22.4 △ 13.1 △ 17.9 △ 17.3 △ 23.5 △ 24.7 ( △ 22.4 )

建  設 △ 10.5 △ 27.2 △ 21.0 △ 27.2 △ 5.8 △ 35.2 △ 47.0 ( △ 11.7 )

製  造 △ 14.8 △ 25.0 △ 12.5 △ 12.0 △ 13.0 △ 17.3 △ 17.3 ( △ 21.7 )

卸・小売 △ 9.0 △ 20.5 △ 12.1 △ 14.7 △ 22.2 △ 18.7 △ 15.6 ( △ 25.0 )

サービ ス △ 15.3 △ 18.5 △ 8.6 △ 20.0 △ 22.7 △ 29.4 △ 29.4 ( △ 27.2 )

先行き見通し

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「過剰」の回答割合ー「不足」の回答割合

【従業員について】
○ １１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△２３．５（前月水準△１７．

３）となり、プラス幅が６．２ポイント拡大した。

向こう３ヶ月（１２月から２月）の先行き見通しについては、全産業では、△２４．７（前月水

準△２２．４）となり、プラス幅が２．３ポイント拡大する見通しである。

±0.0
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△ 40.0

△ 60.0
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従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移
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6%
円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業
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全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の従業員について



令和４年

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月 ( １１月～１月 )

全産業 ▲ 19.0 ▲ 13.0 ▲ 24.2 ▲ 16.0 ▲ 10.2 ▲ 12.3 ▲ 14.6 ( ▲ 14.2 )

建  設 ▲ 26.3 ▲ 4.5 ▲ 26.3 ▲ 18.1 ▲ 17.6 ▲ 11.7 ▲ 11.7 ( ▲ 23.5 )

製  造 ▲ 33.3 ▲ 33.3 ▲ 33.3 ▲ 16.0 ▲ 17.3 ▲ 30.4 ▲ 30.4 ( ▲ 26.0 )

卸・小売 ▲ 21.2 ▲ 20.5 ▲ 21.2 ▲ 26.4 ▲ 8.3 ▲ 9.3 ▲ 15.6 ( ▲ 13.8 )

サービ ス △ 3.8 △ 7.4 ▲ 17.3 ±0.0 ±0.0 △ 5.8 △ 5.8 ( △ 4.5 )

先行き見通し

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

【資金繰りについて】

１１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１２．３（前月水準▲１０．

２）となり、マイナス幅が２．１ポイント拡大した。

向こう３ヶ月（１２月から２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１４．６（前月水

準▲１４．２）となり、マイナス幅が０．４ポイント拡大する見通しである。

○

○
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△ 20.0

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月

ＤＩ値

月別

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移
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18% 円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業
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全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の資金繰りについて



【売上ＤＩ】

全国（ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ）との比較
【CCI－LOBOとは】

日本商工会議所が各地商工会議所のネットワークを活用し、地域や中小企業が「肌で感じる足元の 景況感」や「直面する経営課題」を

全国ベースで毎月調査し、その結果を集計・公表するものです

【業況ＤＩ】

【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

【資金繰りＤＩ】

【従業員ＤＩ】

柏 1.1全国▲ 16.4
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業種別 概       況 業種

【業種別】業界内トピックス

建設業

製造業



【業種別】業界内トピックス

卸・小売業

サービス業



附帯調査結果

新型コロナウイルス感染症の影響について

〇新型コロナウイルス感染拡大前と比べた、今月の売上について
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１年前と比較してコストが増加している 93.3%
１年前と比較してコストが増加していない 6.7%

〇発注側企業との価格交渉の協議について

〇価格転嫁の動向（BtoB）

価格転嫁できない主な理由

〇価格転嫁の動向（BtoC）

価格転嫁できない主な理由

12.9%

附帯調査結果

価格転嫁の動向について

〇１年前と比べた、今月のコスト増の状況

競合他社が販売価格を上げていな
い（据え置き、値下げ）ため

24.1%

予め販売価格を固定した長期契約
により、足元の価格変動を反映でき
ないため

12.1%

（複数回答　上位4項目）

（複数回答　上位4項目）

取引先から据え置き要求・値下げ要
求された（据え置き・値下げ要求が
強まっている）ため

20.7%

消費者の節約志向・低価格志向が
続いている（強まっている）ため

17.2%

需要が減少しているため
競合他社が販売価格を上げて
いない（据え置き、値下げ）ため

12.9%

消費者の節約志向・低価格志向
が続いている（強まっている）た

38.7%

予め販売価格を固定した長期契
約により、足元の価格変動を反
映できないため

16.1%



質問Ａ

1 2 3 1 2 3
増加 不変 減少 増加 不変 減少

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
下落 不変 上昇 下落 不変 上昇

1 2 3 1 2 3
不足 適正 過剰 不足 適正 過剰

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ

まあまあ 不振 極めて不振特に好調 好調

調査要領
調 査 期 間

柏市内１４０事業所及び組合にヒアリング

令和４年１１月２４日 ～ 令和４年１２月２日

調 査 対 象 

74.4%

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0

ｅ.業況

0＞DI≧▲25

ａ.売上高（出荷高）

ｂ.採算

（経常利益ベース）

ｃ.仕入単価

ｄ.従業員

調査方法と調査票
下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で

「業界内のトピック」の記述回答。

▲25＞DI

DI値は、業況・売上・採算などの各項目についての、判断の状況を表す。

ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割合が多いこと

を示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示

す。したがって、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・

弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

ＤＩ ＝ （増加・好転などの回答割合） － （減少・悪化などの回答割合）

ｆ.資金繰り

業界内のトピック（記述式）

サ ー ビ  ス

※ＤＩ値と景気の概況

質問事項
回  答  欄

前年同月と比較した

今月の水準

今月の水準と比較した向こ

う3ヶ月の先行き見通し

31 17 54.8%

※ＤＩ値（景況判断指数）について

43

建   設 17
23
32

製   造
卸  ・  小売

       ＜業種別回収状況＞

35
54.8%
65.7%

回答数
63.6%
回収率調査産業 調査対象数

140
31

89全 産 業


